
 

神戸市立工業高等専門学校の教育方針に関する規則 

2023年４月１日 

規則第109号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育方針を

定めることを目的とする。 

（教育方針） 

第２条 本校の教育方針は、別記１のとおりとする。 

（準学士課程及び専攻科課程の教育方針） 

第３条 本校の準学士課程及び専攻科課程の教育方針は、別記２のとおりとする。 

（養成すべき技術者像） 

第４条 本校の準学士課程及び専攻科課程で養成すべき技術者像は、別記３のとおりとす

る。 

（管理） 

第５条 前３条の教育方針等の管理は、事務室総務課が行う。 

（改廃） 

第６条 この規則の改廃については、神戸市立工業高等専門学校運営改善会議で協議す

る。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 

 

別記１（第２条関係） 

【人間性豊かな教育】 

心身の調和のとれた、たくましく感性豊かな人間形成をめざして、教養教育の充実

をはかるとともに、スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する。 

【基礎学力の充実と深い専門性を培う教育】 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ、日進月歩する科学技術に対応し、社

会に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する。 

【国際性を育てる教育】 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として、世界的視野を持った、国際社会で活

躍できる技術者を育成する。 

 

別記２（第３条関係） 

【準学士課程】 

健康な心身と豊かな教養のもと、工学に関する基礎的な知識を身につけると同時に、

創造性も合わせ持つ国際性、問題解決能力を有する実践的技術者を養成すること。 



 

【専攻科課程】 

専門分野の知識・能力を持つと共に他分野の知識も有し、培われた教養教育のもと

に、柔軟で複合的視点に立った思考ができ、問題発見、問題解決ができる創造性豊か

な開発型技術者を養成すること。 

 

別記３（第４条関係） 

【準学士課程】 

■機械工学科 

数学、自然科学、情報処理技術、計測技術、電気電子技術、加工技術、設計法等の

基礎技術を習得し、豊かな教養教育のもと、創造性も合わせ持つ柔軟な思考を有し、

設計や製作ができる実践的技術者を養成する。 

■電気工学科 

数学、自然科学、情報処理技術、電磁気学、電気回路、実験等により基礎技術を習

得し、豊かな教養教育のもと、創造性も合わせ持ち柔軟な思考ができる実践的技術者

を養成する。 

■電子工学科 

数学、自然科学、情報処理技術、エレクトロニクスの基礎技術を習得し、豊かな教

養教育のもと、創造性も合わせ持ち、多種多様な課題を解決できる実践的技術者を養

成する。 

■応用化学科 

数学、自然科学、情報処理技術に加え、物質の基本を理解し、新しい物質作りに応

用できる基礎学力を習得し、豊かな教養教育のもと、創造性も合わせ持ち柔軟な思考

ができる実践的技術者を養成する。 

■都市工学科 

数学、自然科学、情報処理技術、構造力学、水理学、土質力学、計画、環境に関す

る科目に重点をおき、豊かな教養教育のもと、自然や人間に優しい生活環境をデザイ

ンするための総合的な技術力、判断力、創造性を合わせ持つ実践的技術者を養成する。 

【専攻科課程】 

■機械システム工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電気電子応用技術、加工技術、設計法等の専門技

術を習得し、培われた教養教育のもと、設計や製作において複合的視点で思考、問題

発見、問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

■電気電子工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、電磁気学、電気回路、エレクトロニクス、実験等

により専門技術を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視点

で思考、問題発見、 問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 



 

■応用化学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術に加え、物質の基本を十分に理解し、新しい物質作

りに応用できる専門学力を習得し、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複

合的視点で思考、問題発見、問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 

■都市工学専攻 

数学、自然科学、情報処理技術、構造力学、水理学、土質力学、計画、環境に関連

する専門技術に重点を置き、培われた教養教育のもと、柔軟な思考ができ、複合的視

点で思考、問題発見、 問題解決ができる創造性豊かな開発型技術者を養成する。 


